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ふるさとの⺠間信仰（１）⽔の神



足
利
義
政
筆
と
伝
え
ら
つ
る
断
簡

と  
と こ

講 
内 

申申

定 
申申

松

江戸

役・ 精

は静岡

どの幕

塩田開

磐田

め立て

祀る 松

明治

て仕え

「 松岡

き／平成2
ろ／磐磐磐

師／修修寺

容／拾遺手

えます

が／６月２

く だだ

る場合

員／先先1
先／磐磐磐

〒 43
電 話

 E-ma

松岡岡と と…

戸幕府の役

精鋭隊隊長

岡藩の水利

幕臣を 率い

開発を 指揮

田駅の南側

て中止を 決

松岡霊社（

治８ 年、 松

えまし た。

歴史文書

2

南北朝

や短冊な

ほと んど

江戸時代

手鑑と

筆を 収集

る よ う で

と し ては

です。 時

拾遺

岡霊社旧蔵

2 年6 8 月

磐竜洋支所 
寺郷土資料

手鑑と 二二

す。  
２日日日に

だい。（ 参参

合と同行参

1 名00   
磐歴史文書

8-0292 磐

話： 0538-
ail： chiikis

…

役人(幕臣)で
長を 務めまし

利路程掛と

いて浅羽湊

揮し まし た。

側に広がる 大

決定し 、 喜ん

当初は池主

松岡萬は東京

書館 歴史

いわた/ 4 文

朝時代から

など96枚が

どの作品に

代から 明治

と は、 本来

集し たも の

ですが、それ

は、 短冊67
時代別には

遺手鑑 

蔵の絵巻と

月 日火5 ( )
階員2 議

館館 磐 会

二行幸幸幸

、とがき

参だつる方

の人人をつ

参  参

館（ 磐磐磐

磐磐磐岡7
-66-911

shi@city.iw

で、 剣の達

し た。 徳川

なり まし た

の長屋に住

。

大池の開墾

んだ人々は

主神社・ 明

天保９ (18

京に戻り 、

史学習員

文化財だより

江戸時代ま

が「 拾遺手鑑

は 極
きわめ

札
ふだ

（ 鑑

治期までの古
こ

、 手本・ 模

です。 こ の

れでも 96枚

7枚、 色紙1
は、 江戸時代

と手手～

：13 30
議室 
会幸之先之

幸についじ

・ FAX・ 電

方のつ名名・

つ知ららく

参費／無料

磐竜洋支所

729-1 
、2 FAX

wata.lg.jp

達人と いわれ

川幕府の大政
たいせ

た。 その後

住み、 製塩

墾を めぐ る 争

は、 松岡萬を

明治９ 年）

838)年～明治

新政府の下

り 第 111

までの公家

鑑」 と 墨書

鑑定書） が

古筆家
こ ひ つ か

と 呼

模範のこ と

の拾遺手鑑

枚が残っ て

2枚、 また
だ

代のも のが

『 拾遺手手

0～ 

、特特と 磐

電子メーメ

住所・ 連

だだい。）

所内）  土・

： 0538-6

れ、 徳川慶

政
せい

奉還
ほう かん

の後

後、 松岡萬は

塩 頭
かし ら

と し て

争いでは、

を「 生き 神

を 建立し ま

治24(1891)年

下で、 警視

号 

や武家、僧

書さ れた箱に

ついていま

呼ばれる 人た

を いいます

は、 当初に

います。残

断簡
だんかん

（ 途切

57枚と 多く

手』 を会心

磐磐磐ににる

またと電話

連絡先電話番

日・ 祝日と

66-9722

慶喜の警護

後、 松岡萬

は150人ほ

、 豊浜の

大池の埋

神」 と し て

まし た。

年

視局（ 今の

僧侶などが書

に収めら れ

ます。鑑定

たち です。

すから 、 た

に比べかな

残っ ている

切れている 文

く を 占めて

心に～」

る意義につ

話にじつ申

番号・ 同行

と休館 

警視庁）

松岡 岡  

書いた色紙

れています。

し たのは、

く さ んの名

り 減っ てい

も のの種類

文書） 17枚

ています。

ついじ考

申つ申が

行参がい

の役人と し

紙

。

名

い

類

枚

-　42　-



日本

た神仏

水の神

し て祭る

神さ まと

る 普通の

市内で

「 水神」

は神田地

天竜川で

なお、

神ですし

れていま

る べは見

危険な存

であり ま

大大 
大和磐( ) 

富富 

は本来の

があり ます。

ーズで紹介

神は日本の各

例があり ま

し てまつる

の神社と は少

では、 旧竜洋

と 書かれた

地区の天竜川

取れる 青石

椎
し い

ケ
が

脇
わ き

神社

、 光明山
こ う みょ う さ ん

し た。 金毘
こ ん

見付宿の人々

存在でも あり

すから 、さ

ふるだと

3

宗教と は

。 磐田市

し ます。

各地、川の

ますが、 水

る 事例があ

少し 異なる

洋町の豊岡

た自然石が

川を 見下ろ

石を 使用し

社（ 浜松市

浜松市天

毘羅
ぴ ら

さ んも

々の寄進に

り 、 一方で

さ まざまな場

の民民

水の神

いわた/ 4 文

別に、民衆

第１ 回は水

近く などに

そのも のを

あり 、○○天

信仰と 言え

岡と 旧豊岡村

建てら れて

すこ と がで

ています。

天竜区二俣

竜区佐久）

水の神です

によ っ ていま

はなく ては

場面でまつ

文化財だより

の間で生ま

し た

の神です。

に水神社や

を 畏
お そ

れの対

天皇や○○

える でし ょ

村の上野部

ています。 上

でき る 場所

俣町鹿島）

も 水の神

す。 光明山

ます。水は

はなら ない

つら れてき

り 第 111

れ育

信仰」 を 、

水天宮など

対象と し て、

ノ ミ コ ト を

う 。

部の２ 箇所

上野部のも

所にあり 、ま

の祭神も 水

と し て崇敬

の参道の道

洪水を 起こ

、 大切なも

たのでし ょ

号 

６

どと

水

を 祭

に、

も の

また

水の

敬さ

道し

こ す

も の

ょ う 。

水神水 
（ 上上員）

大大上

匂匂上

水神水
（ 豊岡

水
岡）

-　43　-



コ

富岡製糸
です。 絹
を 見てい
の風景が
術のすば
す。

4 月 12
き も ある と

花祭り と

今回お邪魔

あっ た。 お

で 飾ら れた

時の像が置

る 。 合同で

なく ても 気

ろ う か。

法要も 終

よ く なかっ

り たいも の

コココ

◆員場：

◆定員：

◆内容：

◆申申会

◆申申：

を

糸場が世界遺
糸と 綿織物

いると 、 福田
が重なり ます
ばら し さ に、嬉

日の土曜日

と いう 言葉

と は、正式に

魔し た見付

お寺によ っ

た小さ な お

置かれ、 お

でやる こ と

気軽に出か

終わっ てい

っ た。 来年

のである 。

旧旧旧学校

各 名35 (定
カカカ の先

と 昔の遊び

民： ６月1
申申申申(
を FAX また

F

4

遺産に…と い
の違いはあ
の別珍・ コ ー
。併せて報道
嬉し く なっ て

日。 新聞折

葉につら れて

には灌仏会
か ん ぶ つ え

では地区内

て少し ずつ

お堂の中に

経を あげた

によ っ て盛

けら れる 、

よ いよ 餅投

は、 も う 少

花 祭

ガガ

◆日日

◆コー

◆参参

◆申申

旧学校『

2 日金5 ( ) 
いこつも

校 ◆ 対象

定員員員の

先展を先じ

び

日金3 ( )～
旧旧旧学校

たとEメーメ

FAX:0538

いわた/ 4 文

いう 話題で 賑
り ますが、 テ
ール天の織物
道さ れる日本
てし まう こ の

り 込みに、

て出かけて

会と いい、仏

内にある ９

つ異なる よ

お釈迦様が

たあと 甘茶

盛大になる

よ い企画

投げである

少し よ いと

り

ガガガォ ー

： ６月８日

カ： 磐磐磐

→兜塚

人人： 35
問合/ ら：

昔の授授

８  月

～9:00 1
象： 小学之(
の場合と抽選

、石石・ 石

～７月13日
校 埋蔵文/ 化

で文化財文

(32)9764

文化財だより

発

住
電
F
M

賑やか
テレ ビ
物工場
本の技
の頃で

「 本日花祭

みた。

仏教を はじ め

ケ寺が合同

う だが、 花

が誕生し た

を 像にかけ

し 、 檀家で

ではないだ

。 …場所が

こ ろ に陣取

ーー 『 緑の

日日( ) 9:0
磐商商商光

塚古古→旧

名 ◆参参

磐磐磐商光

授授授』

月８日金( )
1:30 
磐内・ 磐外

選) ◆参参

石筆を使申

日日( ) ◆問

化財セセタ

文へ申つ申

 Eメーメ

り 第 111

発行： 磐田市
(磐田市

住所： 〒438
電話： ０５ ３
AX： ０ ５ ３

Mail： bunkaz

祭り を 開催

めたお釈迦
し ゃ か

同で行っ て

花

た

け

で

だ

が

取

竹内

のそよ風

0 出日0 ・

文課車場→
旧赤松赤（

参費： 無料

光協員 

外・ 学年と

参費： 500
つた明明・

問合ら： 文

ー/磐ホー

申む 
メ:bunkaz

号 

市教育委員会
市埋蔵文化財

-0086 磐田
３ ８-３ ２-９
３８ -３ ２-９
zai@city.iwat

！」 のチラ

迦
か

様の誕生日

おり 、今年

内 直文

まちな

帰12:00 先

→土土塚古

約５㎞）  
料 ◆ 申申会

0 円先展( 洗

大大会の授

化財文 TE
ーコムームよ

zai@city.iw

会文化財課 
財センター) 

田市見付36
９ ６９ ９ 
９ ７６ ４ 
ta.lg.jp

ラ シを 見つ

日を 祝う 催

年は大見寺の

©

なつ古古

先 雨雨 
古古→京旧

会限： ６

洗濯濯) 
授授（ 音楽

EL0538(3
より りガセ

wata.lg.jp

678-1 

けた。 餅ま

催し である 。

の回り 番で

磐田市

楽・ 国国）

2)9699
セローガ )

ま

。

で

-　44　-


